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　昔、コンピュータは計算の道具だった。ハードウェアやソフトウェ
アの進化によって、ユーザはほとんど何もすることなく高速化の恩恵
にあずかれている。コンピュータの進化に伴って計算に対するニーズ
は増大しているが、悪いことに半導体の集積度はほぼ限界に達し、
これまでの延長線上でのコンピュータの高速化は望めなくなってい
る。そのため、新しい時代の計算環境向きのアルゴリズムやソフト
ウェアの開発が必要になる。本研究室では、数値シミュレーション
の核となる連立一次方程式の解法や固有値解法を対象に、コストパ

フォーマンスに優れた計算をするにはどうすればよいかを探求する。
解くべき問題の特性によりアルゴリズムの挙動は異なり、総合的に
優れたアルゴリズムやソフトウェアを決めるにはデータサイエンス
の力を借りることになる。人工知能分野はわれわれのお得意様であ
ると同時に、われわれは開発の際に人工知能分野の手法を使う。世
界はそう単純ではなく、手を変え、品を変えして、よりよい成果を
めざす必要がある。新時代のスポーツカー（コンピュータ）のため
の高速なエンジン（アルゴリズムとプログラム）開発に貢献しよう。

　ソフトウェアはより広く活用してもらうことが重要であり、
公開を前提とした開発を心がけ、積極的に公開している。行列
計算ソフトウェア、反復法 Templates、これだけは知っておき
たい数学ツール、数値計算法、FORTRAN77 による線形計算ラ
イブラリなどを出版している。茨城県 IT 戦略会議委員、茨城県
高度情報化推進協議会幹事。

　学部では数学が専門だった。大学院で応用数学を志し、ふ
としたことからデータベースを研究することになり、その延
長線で図書館情報大学に就職した。そこで、門前の小僧とし
て数値線形代数に取り組むことになった。その後、本筋から
外れることも少なからずあったが、大きな脱線をせずひとつ
のことを続けていたので、そこそこの専門家になれているよ
うだ。一概には言えないが、なにごとも集中して頑張ること
が未来につながると思う。
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